
一 解 説 一

ISO陽 極 酸 化 アル ミニ ウム の耐 摩 耗 試 験 と標準試 験片

の問題並 にISO/窪 ℃79/SC2の 動 向 と今 後 に つ いて

軽金属製品協会 技術顧問 中 山 孝 廉

昭和56年 になった。昭和55年 が もう済んだのか と思いま した。昨年は10月12日 一17日

に金属表面技術世界 大会が京都 であ り、それに引続 いて10月19日 一24日 東京 でISO/TC79

/SC2陽 極 酸化アル ミニウム国際規格作製会議を開催 しま した。先 ず京都では小生は新 しい平面

摩耗試験機(図1)に つ いて話 しそれ による陽極酸化 アル ミニウムの耐摩耗性試験の精確度 と再現

性について話 しま した。又それに よる普通染色 ア・レマイ トと浅田法に よる交流着色陽極皮膜 との耐

摩耗性試験 をしたところ摩耗 に よる減厚カーブが図2に 示 す通 り非常に相違 しています。
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それらの皮膜の深 さによる耐摩耗度の変化の特徴が非常によく判ります。これはその皮膜の歴史を

語ることにもなります。そう云えば私達は今まで皮膜の内層の耐摩耗性試験を明確にやった事があ

り1ませんでした。今まで巧い試験機が無かったからでもありますが案外人々は皮膜の各層の物理的

性質に無関心です。殊にISOの 会議でも欧米の人は表層だけが硬ければよいのだと何か逃げ口上

に聞える言い方をします。然し皮膜の層の質の変化はその膜の電解的様相を示す一つの目安である

のですが。今ISOに は日本から新しい平面摩耗試験機と噴射摩耗試験機による耐摩耗性測定法の

原案を提出しています。ところがこれらを決めるには機械や研削材の相違を調整帰一するためにア

ルマイ トの標準板 を造ることを決めねばならないことになります。どこでその方法を実施 しても精

確に標準に適合するような皮膜ができるのでなければならないのです。此度のISOの 会議では日

本 とフランスで99.5%A4H18の 板材を造 りそれを6人 の代表に送 り、各人が陽極酸化して、

それらを皆日本のスガ試験機社に送 り返し1つ の標準平面摩耗試験機で耐摩耗性データを出して各

人の陽極皮膜の質が一致するか比較することになっています。その試験片の造 り方は表1の 通 りで

す。

表1・Iso/rc79/sc2平 面摩耗共同試験用

陽極酸化アルミニウム 標準試験片

電解条件 アルミニウム板材99.5%A4H18

酸

度

度

間

密

超

流

硫

電

温

時

180±2g/4

5～109/4

1.5A/dm2

20℃

43分

考えて見るとこの標準試験片造 りの問題は耐摩耗性試験のみでなく耐食性などの試験にも必要で精

確な標準試験片ができれば試験結果の共通、比較の可能性など信頼性 も飛躍的に増すことがで きる
　

わけです。そ こで今年 は精確な陽極酸化アル ミニ ウムの標準試験片を造 る年 になるで しょう。 これ

で良い結 果が得 られればISOは 国際的に大 きな基礎を得 ることになります。 このよ うに考えて来

ると本年 は昨年投げかけられた夢を精確に実現 して行かねばならない年 になるで しょう。今一つ 日

本か ら原案 を審議のために提 出 しています、それは日本 では既 にJISH8686-1978像 鮮 明度測

定法 一図3に なって匝る ものです。この原案の確認 の為にやは り日本 でテス トピースを造 り測定 し

て標準鏡 と比 較 して確定審議 を して貰 うことにな っています。振返 ってISQ/TC79/SC2が 何 を

取扱 って来 たかを見る と、①膜厚測定法の問題、②耐食性試験法(CASS法 など)の 問題、③封孔度

試験法の問題、④皮膜のア ドミッタンス、 イン ピーダンス(封 孔度に関係)、 絶縁性試験、⑤皮膜

の耐摩耗性試験 の問題、⑥皮膜の柔軟性、⑦光学的問題、特 に④色 の耐光候性、◎鏡面反射率、0

全 反射率、e写 像性、㊧皮膜色差 の機器 に よる評価法、㊦皮膜色の視感に よる評価方法、な ど(詳

しくは表2)

〔註 〕、アンダラインは目下審議中の もの、[註 〕2光学的問題 については 日本 が大 き く関係 してい

るo
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図a像 鮮 明度 測定法

付図a像 鮮明度測定法試験装置
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虫a4判 定 生a3の 操 作 によ り得 られ た受光波形(付 図3及 び付図4)か ら、次式に

より像鮮明度 を求 める 。

M一 翅
C=×100

M十 鋭

ここにC:像 鮮明度(%)

M:最 高波高

卿:最 低波高

同一試験片の像鮮明度 は、光学 くしの幅に よって特徴 がある。 その数値は、0.5伽 く1.0卿 勿く2.

0㎜ となる。

したが って、写像性 の良い試験片 ほど狭い幅の光学 くしを通 して得 られた波形 を用いて判定 する。

虫a5結 果 の表示 結果 の表示 は、試験方法 の記号、光学 くしの寸法及 び縦 ・横 の像鮮 明度

を連記 することに よって表示 し、更に当事者間の協議 に より表面仕上 げ方法を併記 する。

例:C2(1.0)50.ogqo

像 鮮 明度測定法 使用光学 くし(㎜)像 鮮明度 ㈱ 、(%)像 鮮 明度 ㈱(勉

(H8686-1978抜 粋)

表2.ISO/TC79/SC2関 係 規格の内、アル ミニウムとその合金 の陽極酸化皮膜に関係 ある今ま

で纒 った又は纒 りつ ＼ある規格、JISと の 関係

蟹 規 格 番 号 規 格 名 称 相当JIS 備考(取扱rc)

1 ISO1463 皮膜厚さの顕微鏡断面測定法 JISH8680-1973 TC107

2 ISO2360-1978 〃 うず電流式測定法 〃 〃

3 ISO2128-1976 "ス プリットビーム顕微鏡測定法 'ノ TC79

4 ISO2106-1976 皮膜重量試験 'ノ 〃

5
*lISO3770

キ ャス試験 JISH8681-1973 TC107

*2
6 ISO3210-1974 リン酸クロム酸に浸漬 し重量減を JISH8683-197g TC79

見る方法

7
*3

1SO2143-1979 酸処理後染料点滴試験 JISH8683-1973 TC79

8 ISO2932-1973 酢酸一酢酸ナ トリウム水溶液浸漬 'ノ TC79

試験

9 DIS2931-1974 ア ドミツタンス 又 は インピーダンス 測 定 JISH8683-197g TC79

法

10 ISO2376-1976 皮膜破壊電圧測定による絶縁性試
*4TClO7

験

11 目下審議中 噴射摩耗試験 丁盟 改訂)

12 目下審議中 平面摩耗試験 JISH8682・1973 TC79

13 ISO2135-1976 着色陽極酸化皮膜の光堅牢度の促 JISH8685-1977 TC79

進試験方法

一12一



一 解 説 一

14 ISODIS6581 紫外線への耐光性 TC79

15 ISO3211-1977 皮膜の変形による割れに対する抵 JISH8684-1977 TC79

抗性

16 ISO2085-1976 皮膜の連続性チェックに関する硫 TC79

酸銅試験

17 ISO2859-1974 検査用試験片採取方法と表
*4

TC107

18 ISO2767-1973 ア ル ミニウム及びその合金の陽極 JISH8686-1978 TC79

(近 く3っ に分割 酸化皮膜の45°鏡面反射率、全反

改訂) 射、写激性(審 議中)

19 審 議 中 陽極酸化アル ミニウムの固定角度 TC79

鏡面光沢の測定法

20 〃 陽極酸化アル ミニウムの色差の機 TC79

器に よる評価法

21 'ノ 陽極酸化ア ルミニウムの色の視感 TC79

による評価方法

*1

*2

*3

*4

ISO3770此 の キヤス試験法はメ ッキ用に付 き近 くアル ミニ ウム陽極酸化皮膜用に適合 す

る よう改訂の筈

近 く改訂 の筈 一本文は改訂文 な り

ISO/DIS2143は 目下諸 国からコメン トが多 く来 てい るので多少改訂 される予定 であるが、

大筋 には変化 が無い ものと考 えられる。

又原文の後尾に着色見本が着 いている。

TC107は 試験部門でTC79ア ル ミニ ウム部門には属 しないo

以上 の ようにISO/TC79/SC2の 部会 の審議 も遂 に光学的方面まで入って参 りま した。そ して

これには陽極酸化皮膜 の二重反射性 の問題 があり普通 の反射 と入射角 とか拡散光使用の問題 とか を

充分兼ね合わせ なければならないので複雑 ですが完成 すれば非常 に有効であると思います。従 って

近い将来 は嫌応 なしにISOと 帰 一 しなければならな くなります。事実欧州では既にISOで 凡 て

を取扱われる形勢 にな っているよ うで先般訪欧 した方でISOを 中心 に話 さない と話にならないの

で驚いた と言 って来 られた方がありま した。

最後にGATか ら 日本はJISば か りに準拠 しているよ うだがISOを 全 面的に採用せ よと推薦

が来 て居ます。又工業技術院 は極力ISOに 帰一 するよう求 めてお られます。皆様 も再考 されて居

られることと思いますが本年 は今一層のISOへ の注 目が必要 になるでしょう。
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